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Ⅰ 令和７年度 沖縄県の地域外交の取組 

  

１ 海外国・地域（自治体）交流関係 

 ⑴ 韓国 

  ①４月・済州４･３犠牲者追悼式への出席（知事公室長） 

  ②４月・済州特別自治道自治警察委員会の来訪。 

・島嶼観光政策フォーラムなどを通じた国際観光の活性化等につ

いて担当課と意見交換を実施。 

  ③４月・仁川国際空港－石垣空港路線の新規運行 

  ④５月・済州フォーラムへの参加（池田副知事）。 

・オ･ヨンフン知事と面談を実施。 

  ⑤９月・済州特別自治道キム・エスク政務副知事の来訪。 

・玉城知事、池田副知事と面談。 

・アジア太平洋地域の芸能公演（国立劇場おきなわ）に、済州特

別自治道立舞踊団が参加。 

  ⑥11 月・済州特別自治道で開催された耽羅（タムナ）文化祭に県内交流

団体を派遣。 

  ⑦２月・玉城知事による済州特別自治道訪問。 

・オ･ヨンフン知事と面談を実施。 

・平和祈念資料館と済州 4.3 財団の相互パネル展の開会セレモニ

ーを実施。 

 

 ⑵ 中国 

①５月・駐日中国大使館首席公使の来訪。 

②５月・大阪・関西万博中国館福建ウィークに参加（知事公室長） 

③６月・国際貿易促進協会訪問団として北京を訪問（大城副知事） 

④10月・福建省政府外事弁公室副主任の来訪。 
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・今後の沖縄と福建省との交流について意見交換を実施。 

⑤11月・福建省において第 11回エイサー大会（主催：産業振興公社福州

事務所）が開催。 

 

 ⑶ 台湾 

①５月・台湾日本関係協会の蘇会長他 13の台湾企業代表が来訪。 

②５月・台湾桃園国際空港－石垣空港路線の定期運航が再開。 

③８月・台湾桃園国際空港－下地島空港路線の新規運行。 

④11月・中華民国 114 年双十国慶節（主催：台北駐日文化経済代表処那

覇分処）に出席（玉城知事）。 

⑤１月・平和祈念資料館と台湾二二八國家記念館との相互パネル展を実

施。 

⑥２月・JTA による台湾桃園国際空港－那覇便の新規運行。 

⑦２月・大城副知事による台湾訪問。 

・県内経済団体も同行し、台湾企業や、中華民国全国商業総会、

高雄市政府等を訪問。 

 

 ⑷ ASEAN 

①通年・カンボジアにおける平和博物館設立支援（JICA 沖縄との連携） 

②６月・インドネシアバリで開催された第 26 回島嶼観光政策フォーラム

（ITOP）へ沖縄県も参加。 

③７月・駐日ベトナム大使による講演会を那覇市内で実施。（沖縄県、駐

日ベトナム大使館による共催） 

④７月・フィリピンダバオで開催された沖縄県人戦没者慰霊祭に参加。

（大城副知事） 

⑤12月・シンガポールー那覇便の運航再開。 
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 ⑸ 北米・南米 

①６月・玉城知事によるロサンゼルス訪問。 

・北米県人会サミットを初開催。 

・ジャパンハウスにて県産品の PR 等を実施。 

・ロサンゼルスドジャースのロバーツ監督へ沖縄県民栄誉賞を贈

呈し、玉城知事がドジャースタジアムで始球式を実施。 

②８月・玉城知事によるハワイ訪問。 

・ハワイ姉妹提携 40 周年式典をハワイで開催。 

③８月・カナダ沖縄移民 125 周年式典に参加。（池田副知事） 

④10月・ハワイ州グリーン知事の来訪。 

・ハワイ姉妹提携 40 周年式典を県内で開催。 

⑤１月・JICA 沖縄と連携し、観光に関する南米ボリビア日系社会との連

携調査団を派遣。 

⑥通年・沖縄県南米事務所設置に向けた調査事業を実施。 

 

 ⑹ 太平洋島しょ国 

  ①５月・サイパン、テニアンで開催された沖縄県人戦没者慰霊祭に参

加。（大城副知事） 

  ②６月・国連開発計画（UNDP）プロジェクトの訪日研修の一環で、サモ

ア、東ティモール、バヌアツ、パプアニューギニアの政府関係

者が沖縄の技術（再生可能エネルギー等）を学ぶため来訪。 

  ③９月・JICA 沖縄と連携し、パラオ共和国において平和学習のモデル事

業や、セミナーを開催。 

  ④１月・上記③と関連し、沖縄の平和学習等を学ぶためパラオ政府の行

政官が来訪。 
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 ⑺ その他 

①駐日ニュージーランド大使、駐日インド大使、イタリアサルデーニャ特

別自治州、スペインカナリア自治州政府など、17 の駐日外国公館や、海

外自治体が沖縄県を訪問し、知事等と面談を実施。 

 

②２月に開催した「万国津梁フォーラム」では、中国・韓国・シンガポー

ル・台湾の識者を招き、アジア太平洋地域の緊張緩和に向けた方策等に

ついて議論を交わした。 

 

２ NEAR（北東アジア地域自治体連合）に関する取組 

①６月・中国遼寧省で開催された NEAR 総会に参加（地域外交統括監） 

・県の地域外交の取組等を発信した。 

②７月・ロシアクラスノヤルスク地方クラスノヤルスク市で開催された

NEAR 青年政策分科委員会にオンライン参加。 

・県のこども・若者政策について発信した（こども未来部こども若

者政策課、平和・地域外交推進課）。  

③９月・中国寧夏回族自治区で開催された NEAR 観光分科委員会に参加。 

・県の観光振興施策について発信。（文化観光スポーツ部観光振興

課、平和・地域外交推進課） 

④11月・韓国慶尚北道の NEAR 事務局を訪問。 

・今後の連携のあり方等について事務総長と意見交換を実施（知事

公室長他）。 

⑤12月・韓国慶尚北道で開催された NEAR 国際フォーラムに参加。 

・地方議会間協力をテーマに開催。 

・県からは、沖縄県議会の仕組みと役割について発信した（県議会

事務局及び平和・地域外交推進課）。 

⑥２月・沖縄県主催「万国津梁フォーラム」において、NEAR 林事務総長か

らの来賓挨拶（ビデオメッセージ）の提供。 

⑦３月・韓国で開催予定の NEAR 会員ワークショップ（実務担担当者会

議）に参加予定。 
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⑧上記のほか、NEAR が主催する「第 13 回 NEAR 青少年絵画コンテスト」に

ついて県内中学校、高等学校に周知したところ、県内学校からも参加が

あった。 

 

３ 外務省地方連携室関連 

①R8年１月 14 日～15 日、外務省主催「駐日外交団視察ツアー」を沖縄県

で開催。ガーナ、エクアドル、アイルランド、マレーシア、セネガル、

キプロス、ルワンダ、ブルキナファソ、ポルトガル、ドミニカ共和国、

アイスランド、ブルネイ・ダルサラーム、タンザニアの大使等 13ヶ国、

18 名が参加。 

 

４ JICA沖縄、JICAとの連携 

① パラオ共和国とのＭＯＵに係るＪＩＣＡ沖縄、ＪＩＣＡパラオ事務所及

び県との意見交換を実施。 

② 「草の根技術協力事業」により、沖縄県（平和祈念資料館）がカンボジ

ア平和博物館設立に係る技術協力を実施。 

③ 9 月 JICA 沖縄主催「戦後 80 年・パラオと沖縄が共に創りあげる「平和

のこころ」事業」により、パラオ共和国で平和継承・平和学習モデル事

業を実施。 

④ 沖縄県と JICA と連携協定に基づくパラオ共和国「歴史遺産保全プロジェ 

クト」を実施（教育庁文化財課）（R7年 11 月～R10 年 9月） 

⑤ １月 JICA 沖縄主催のボリビアへの現地調査団（観光人材確保を主とする

現地調査）へ参加。 

⑥ １月 JICA 沖縄主催「戦後 80 年・パラオと沖縄が共に創りあげる「平和

のこころ」事業」により、パラオ政府関係者が沖縄県を訪問。 
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Ⅱ 今後の主な取組  

 

１ 海外・自治体との交流 

 ①R8 年４月 済州４・３犠牲者追悼式への参加（検討） 

 ②R8 年５月 ハワイ姉妹都市サミットへの参加 

 ③R8 年 6月 済州フォーラム 

 ④R8 年 7月 南米県人会サミット（ブラジル） 

 

２ NEAR（北東アジア地域自治体連合）に関する取組 

 ①NEAR の各種会議への参加のほか、正式加入についても検討。 

 

３ 地域外交アドバイザリーボードの開催 

 ①時期未定（案：１回目 8 月、２回目 1 月） 

 

４ グローバル人材の育成 

 ①沖縄県地域外交人材育成事業の創設 

（ハワイ、北マリアナ、済州に学生を派遣） 

 

５ 平和に関する新たな取組 

 ①国際平和研究所（仮称）創設に向けた調査事業の実施（R8） 

 ②グローバルアライアンスへの加入予定（R8.3 月） 

 ③恒久平和に貢献する沖縄ビジョン（仮称）の策定（R8） 

 

６ その他 

 ①万国津梁フォーラムの継続開催 

②太平洋島嶼国地方自治体ネットワーク実務者会議（PALM＆Ｇ）の沖縄 

県開催（R10 予定） 

 


